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塩化ストロンチウム：和光純薬工業㈱製原子吸光分析  

用  

3．標準液：和光純薬工業㈱製Ha，K，Ca，Mg．  

Zn，Fe．Mnの各1000ppm  

用時希釈し使用  

4．模準試料：国立公害研究所製環境標準試料NIES  

No．6ムラサキイガイ  

800C，4時間乾燥後使用  

5．缶入りジュース頬：J－1（10％オレンジジュー  

ス）  

J－2（10％パインジュース）  

J－3（コーヒー飲料）  

J－4（100％トマトジュー  

ス）  

J－5（100％野菜ジュース）  

6．試料調製法  

簡易法：標準試料約0．29を10mg容量試験管に精秤採  

取し，硝酸，過酸化水素を加えブロックヒーター  

の温度を徐々に上げ1200Cとして分解，乾固し  

た。これに0．1N硝醸を加え一定量とした。但  

しCa測定用試料溶液は，1％ストロンチウム  

溶液となるように調整した。  

塩酸抽出法：標準試料は約0．59，ジュース頬は約10  

9を50mゼ容量遠沈管に精秤採取し，Ⅰド塩  

酸20mgを加え30分間振とう抽出後．遠心  

分離し上澄を分取して試料溶液とした。  

Caについては簡易法と同じ。  

公定法：食品衛生法に準じ300mゼ容量ケルダールフラ  

スコに，ジュース類各々約100mβを精秤採取し  

硫較，硝酸，過酸化水素で分解後蒸留水で一一定  

量とし，これを試料溶液とした。Caについて  

は簡易法と同じ。   

Ⅰ はじめに  

食品中には栄養学的に重要な金属元素が，多数含有さ  

れている。近年この金属元素と疾病との関係も問題視さ  

れていることから，食品中の各元素含有量を正確に把握  

しておくことは，重要である。   

金属元素の測定法は．原子吸光法が一般的であるが，  

測定のための試料調製法としては，種々の方法1）～7）が報  

告されている。   

今回著者らは，種々の試料調製法の中から日常検査に  

使用出来，より簡便で精度の高い方法を見い出すことを  

目的として，簡易湿式灰化法（簡易法邑））と塩酸抽出法  

を試みたところ良好な結果を得た。対象試料としては，  

保証値のある標準試料（ムラサキイガイ）を用いた。測  

定元素は，ナトリウム，カリウム，カルシウム，マグネ  

シウム，亜鉛，鉄，マンガン（以下各々Na，K，Ca，  

Mg，Zu．Fe，Mnと記す）の7元素である。また．缶  

■■  

りジュース類についても公定法1）と塩酸抽出法との測  
■－こ、  
丘の比較を行ったので併せて報告する。  

Ⅲ 実篤美方法  

1．装 置   

原子吸光々度計：日本ジャーレル・アッシュ㈱製  

AA【1型   

ブロックヒーター：ヤマト科学㈱HF61型  

（60本‡卦け）   

2．試薬   

塩酸，硝鞍，硫酸：和光純薬工業（柵製有害金属測定用   

過酸化水素：関東化学㈱製原子吸光分析用  

千葉県衛生研究所  

（1988年9月30日受理）  
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7．測定  

フレーム原子吸光（アセチレンー空気）を用い各元   

素の測定波長で試料溶液を直接噴霧し測定した。試料   

溶液は，測定元素により適宣希釈して用いた。  

Ⅲ 結果および考察  

1．標準試料中の簡易法，塩酸抽出法による7元素   

の測定値の比較  

表1に結果を示した。簡易法では保証値に対し7元   

素とも95－108％と良い回収率を示し，再現性におい   

ても変動係数2－5％と良好な結果が得られた。また   

塩酸抽出法ではNa．Mg，Zn，Mnで93～102％の回   

収率，変動係数0～6％と良い結果が得られた。しか   

し．Ca，Feの変動係数は各々0．1％，3％と再現性は   

良かったが，回収率は77％，67％と余り良い結果が得   

られなかった。  

2．ジュース類中の公定法．塩酸抽出法による7元   

素の測定値の比較   

表2に結果を示した。公定法および塩酸抽出法の測   

定値は一致した。J－4，J－5のように有機物の多   

い試料でも公定法同様に．塩酸抽出法を適用すること   

が出来た。  

以上のことから公定法は時間，場所，試薬を多く必   

要とする難点があるが，それに比べて簡易法はブロッ  

クヒーターを使用することにより，→度に多数の検体   

を処理出来る利点をもつ。塩酸抽出法も時間と試薬の   

少量化が出来，汚染の機会も少ない利点を持ち日常検  

査に必要な簡便性を満した。また精度も，簡易法，塩較抽  

出法共に良好であった。しかし．食品中に含有される金  

属は，その存在形態（化学形）に違いがある為，食品の  

種類や測定する元素により，試料調製法を選択する必要  

がある。  

Ⅳ まとめ  

今回検討した7元素（Na，K，Ca，Mg，Zn，Fe，  

Mn）については．簡易法，塩酸抽出法共に再現性の良  

い試料調製法であること，および日常検査に必要な簡便  

性と正確性を確認した。  
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表1．標準試料中の簡易法，塩酸抽出法による7元素の測定値の比較  一ヽ   

簡 易 法   塩酸抽出法   保 証 値   

Na   0．99±0．02   1．01±0．02   1．00±0．03   

K   0．55±0．01   0．53±0．01  ∈ 0．54±0．02   

Ca   0．14±0．00   0．10±0．01   o．13±0．01   

Mg   0．20±0．01   0．20±0．00   0．21±0．01   

Zn   111±6   107±1   106±6   

Mn   16．7±0．4   15．2±0．9   16．3±1．2   

Fe   154±4   106±3   158±8   

平均値±標準偏差  

n＝10  

単位：％（Na．K．Ca．Mg）   

a9／9（Zl一，Mn・Fe）  
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表2．ジュース規中の公定法．塩酸抽出法による7元素の測定値の比較  

Na  K  Ca  Mg  

公 定法  塩酸抽出法  公 定法  塩酸抽出法  公 定法  塩酸抽出法    公定法  塩酸抽出法   

J－1   15±0   14±0   12±0   12±0  7．8±1．1  7．3±0．4   6．5±0．3  7．2±0．2   

J－2   9±0   9±1   22±0  21±0  7．1±0．3  8．3±0．3   8．4±0．6   8．6±0．2  

J－3  25±1   24±0  58±1   57±1  61・5±1・8  63．8±0．9  34．0±1．0  34．5±0．3   

J－4  104±6  101±1  162±3  156±3  28．6±1，3  29β±0．5  84．3±1．1  86．9±0．6   

J－5  269±1  273±0  217±5！211±5   49・2．±1・打50・0±1・1   134．3±2．1  141．3±1．2  

Mn  Fe   

公定法  塩酸抽出法  公定法  塩酸抽出法  公定 法  塩酸抽出法   

J－1  0．1±0   0．1±0  不検出  不検出  0．2±0  0．3±0   

÷討‾‾盲云。  0．2±0  0．3±0  0．2±0  0．9±0．1  0．8±0．1   

「二打0．7±0．1   0．7±0．1  0．1±0   0．1±0  0．3±0  0．3±0   

1．0±0．1   1．0±0．1  0．5±0．1  0．5±0  1，4±0．1  1．4±0．1   

J－5；1．6±0・1   1．7±0．1  0．9±0．1  0．9±0  19．3±0．4  9．9±0．3   

平均値±標準偏差  

n＝3  

単位：m隼009（Na・K）   

ル9ち（Ca・Mg・  

Zn，Fe，Mn）  

不検出：0・1〟9ろ未満   

′■  
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